
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■事業を現行どおり実施

社会教育法第12条の規定により、社会教育団体の自主的な活動は尊重し、地方公共団体等は事業に干渉しないことが原則であるが、今
後も公共性が高く、社会教育の振興に寄与すると認められる事業に対しては補助金を助成していきたい。

目標に対
する成果
の状況

・長野県図書館大会を除く事業で目標参加者数を達成した。
・長野県図書館大会はH23（上田市開催）の参加者600名と同程度の参加者を基本に想定し、H24の開催地が飯山市という県の最北部に
位置していることや分科会会場が不便であることを考慮したうえでの目標設定であったが、あとわずか目標には届かなかった。しかし、内
容は充実し参加者からのアンケート結果では大変満足の得られた結果であった。
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Aの
財源

 概算事業費（B（A）+C）
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443 407
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長野県図書館大会
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前年度繰越

24年度

1,557

補正予算

事業内容

443548

目指す姿

現状

 県内の社会教育指導者の資質向上、社会教育関係団体等が行う各種事業への助成等を通じ、社会教育の振興を図る。

いじめや不登校の問題、コミュニケーション能力の低下や体験活動の減少など青少年を取り巻く多くの課題がある中で、社会教育団体が
果たす役割はますます高まっている。

【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 社会教育振興事業補助金交付要綱

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　

施策の総合的展開
７－３　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

１　学びの成果が生きる生涯学習の振興 実施期間 S57

事　業　名 社会教育振興事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・室

～

公民館大会参加者数（人）

図書館協議会総会・研究発表
大会参加者数（人）

成果目標の達成状況

項目

ー 800 963

ー

E-mail bunsho@pref.nagano.lg.jp

（単位：千円）　

H24事業実績
H24 H25

（当初）

107

合計 443

107

100

ー

ー

134 達成 ー

250 336

達成

ー 達成

○第17回長野県キャンポリー事業　参加者数250人
○第53回関東甲信越静公民館研究大会　参加者数800人
○平成24年度関東地区公共図書館協議会総会・研究発表大会　参加者数100人
○平成24年度長野県図書館大会　参加者数500人

長野県図書館大会 負担金

336 300

長野県図書館大会(飯山市で開催)に係る費用の一部
負担。
【参加者】公共・学校・その他図書館及び読書関係者
教育委員会　その他一般参加者約444名
【内容】基調講演・分科会（約13）手話通訳3人・要約筆
記4人配置

（決算）

107

合計（A) 1,557
キャンポリー参加者数（人）

407

25年度

項目 実施方法

07 04

・長野県キャンポリー事業におけるボーイスカウト長野
県連盟の活動に係る費用の一部補助(100千円）
・関東甲信越静公民館研究大会における長野県公民
館運営協議会の大会運営費用の一部補助（150千円）
・関東地区公共図書館協議会総会・研究発表大会に
おける長野県図書館協会の大会運営費用の一部補
助（86千円）

336

現況
（見込） 目標 成果

Ｈ２４

補助
金・交
付金

407

H25
目標

（当初）

社会教育振興事業補助金

443

当初予算 達成状況

事業番号 １４

文化財・生涯学習課

＜参考＞
総合５か年
計画
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